
ヤマギシズム⽣活豊⾥実顕地農事組合法⼈
雇⽤型インターンシッププログラム
（酪農、養豚、⾁⽜、野菜、養鶏）



当法⼈における⼈材育成⽬標

⾃⾝の関⼼を深め、適性をみながら農業を楽しみ、

より⾃⾝に合致し、健康的で⻑続きする農業のスタイルを⾒出す

3年後の到達⽬標

法⼈で求める基礎的な素質

【会社の特徴】
• 酪農、養豚、⾁⽜、野菜、養鶏など多様な品⽬を⼤規模に⽣産。
• ⼀⼈⼀⼈が⾃らの持ち味(適性、能⼒)を活かした貢献を⾏い⼼⾝ともに充実した

状態であること、それらが有機的につながった循環型社会の構築を⽬指す。
• シフト制／役割分担を⾏っているため時間的に余裕がある。
【採⽤後に求めるもの】
• 農業が好きであること。継続する意思があること。⾃分を⼤切にすること。

経営者・経営陣としての考え

OJT受⼊法⼈の概要

☆･･･受⼊責任者
⾚枠・・・受⼊の主な部署

指導体系ヤマギシズム⽣活豊⾥実顕地農事組合法⼈

ヤマギシズム⽣活豊⾥実顕地農事組合法⼈法⼈名
代表理事 髙橋 護代表者名
酪農、養豚、⾁⽜、野菜、養鶏主な経営作物
加⼯、販売、飼料作物、観光農園、直売所運営、ネットストアその他事業

なし関連会社

多様な営農品⽬

【求める⼈物像】
• 農業が好きという⼈。農業のある暮らしを楽しみながら、⻑く続けることを⼤切にする⼈。
• 農業を通じて⾃分⾃⾝の変化や成⻑に気づき、楽しめる⼈。
※ 経験不問。様々な品⽬、様々な役割を経験する中で適性や意向を⾒極めつつ、⾃分が活きる部⾨や

農業のスタイルを⼀緒に探していきます。

先輩社員の声

井波さん
（担当職責）

代表理事
髙橋 護

理事
★川瀬 拓磨

1969年、「誰もが幸せに暮らせる社会を創る」ことを⽬的に、個々⼈の⾃由意志で集まり設⽴された任意団体。暮らしを
⽀える事業として農業を採⽤し、養鶏、酪農、⾁⽜肥育、野菜など多種多様な品⽬を⽣産・供給している。
現在、多岐にわたる営農作物も、元は１から試⾏錯誤の中で事業化していったものが殆どである。⼀⼈⼀⼈の希望や適
性に合わせて、営農品⽬から働き⽅に⾄るまで、⽇々より良い選択を重ねることを重視している。

1年間、オーストラリアで養鶏の研修に参加し１年前に帰
国、その後⼦⽜の世話を担当しています。⾁⽜肥育は素
⼈ですが、気になる事、知りたい事には誰かが答えてくれて、
事が前に進む関係性が⼼地いいです。
ここでは希望に応じて役割を明確に分けていることが特徴
的で、私は午前、午後の担当の時間だけ働き、夜は仕事
をしません。その他の時間は⾃分の関⼼あることに使い、⼼
⾝ともに整った状態で⽇々過ごすことができています。

酪農部⾨

養豚部⾨

⾁⽜部⾨

野菜部⾨

養鶏部⾨ ※現在、養鶏部⾨な
受⼊予定なし

受⼊部⾨は
酪農、養豚、⾁⽜、野菜
の４つの部⾨

部⾨ごとに役割（チーム）
があり、受⼊・指導を担当

研修⽣の希望は最⼤限
配慮するが、適正等に
応じて適宜部⾨・役割を
変更する。

経験不問

個⼈の意欲・適性を尊重

時間的制約 低

専⾨性の⾼い加⼯品

幅広い業務領域

農村での暮らし



インターンシッププログラム フロー

⽬指す習得スキルと具体的な取り組み内容

継続雇⽤の有無指導体制コース特徴

要確認
担当者
代表理事 髙橋 護 様
理事 川瀬 拓磨 様

① 未経験歓迎、研修⽣の適性や意向を引き出す指導が中⼼
② 多様な営農品⽬。加⼯・販売の現場に触れられる
③ ⾃分のペースで研修が可能、⾃⾝の⽣活を設計しやすい
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１年⽬（Step１） ２年⽬（Step２） ３年⽬（Step３）

基礎の理解／楽しむ基礎の理解／楽しむ 業務の定着／⼒を発揮する業務の定着／⼒を発揮する マネジメント⼒の向上マネジメント⼒の向上

酪農酪農

養豚養豚

⾁⽜⾁⽜

野菜野菜

• 基本動作／個々の実務を理解する
• ⽜の接し⽅、⽇々の作業を⾝に付ける
（給餌、搾乳、清掃、⾒回り）

• 年間の作業体系の理解
• 必要な改善（投資）を主体的に実⾏
• マネジメントの視点を獲得

• 基本動作／個々の実務を理解する
• ⽇々の作業を⾝に着ける
• 流通・加⼯業務等の全体像を理解する

• マネジメントの視点を獲得
• 商流全般にわたる円滑な現場運営＋改
善・向上に向けた業務

• 年間の作業体系の理解
• 加⼯品の製造

• 基本動作／個々の実務を理解する
• ⽜の接し⽅、⽇々の作業を⾝に着ける
• 各種免許の取得（⼤型特殊等）
• 体調管理（習慣化）

• マネジメントの視点を獲得
• 繁殖に関する専⾨的な指導、実践
• 現場の円滑な運営＋改善・向上

• 年間の作業体系の理解
• 病気等のチェック／担当者の⽬を養う
• 肥育以外の枝⾁加⼯処理、精⾁業務

• 基本動作／個々の実務を理解する
• 個々の作業技術の定着、⽬的・内容の
理解

• マネジメントの視点を獲得
• 作業設計に合わせた

• 年間の作業体系の理解
• 予測／仮説志向の定着
（問いを持ちながら作業を⾏う）

受⼊責任者、指導係、研修⽣の間の対話を通じ、研修⽣の適性や意向を適宜把握する
「⻑く続けられること」を最優先に、「より活きる場所（役割）」を探す

受⼊責任者、指導係、研修⽣の間の対話を通じ、研修⽣の適性や意向を適宜把握する
「⻑く続けられること」を最優先に、「より活きる場所（役割）」を探す
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毎⽇9:30-10:00のミーティングで業務の引継ぎ、疑問点の解消などを実施毎⽇9:30-10:00のミーティングで業務の引継ぎ、疑問点の解消などを実施定例ミーティング

適宜、配置換えを実施



（補⾜）部⾨ごとの営農状況・⽣産品

◆酪農
‐ 乳⽜900頭(育成⽜込み。搾乳のみで600頭)

‐ 搾乳はロボットが実施。
‐ 従事者数︓約25⼈
（パート・アルバイト含む）

◆酪農
‐ 乳⽜900頭(育成⽜込み。搾乳のみで600頭)

‐ 搾乳はロボットが実施。
‐ 従事者数︓約25⼈
（パート・アルバイト含む）

◆養豚
‐ 飼育頭数9,000頭

（⺟豚500頭、⻑野の協⼒豚舎で250頭）
‐ 年間の出荷頭数 18,000頭
‐ 殆どを枝⾁で出荷。⼀部を法⼈内で加⼯流通

（ハムなどを含む）
‐ 従事者数︓約30⼈

（パート・アルバイト含む）

◆養豚
‐ 飼育頭数9,000頭

（⺟豚500頭、⻑野の協⼒豚舎で250頭）
‐ 年間の出荷頭数 18,000頭
‐ 殆どを枝⾁で出荷。⼀部を法⼈内で加⼯流通

（ハムなどを含む）
‐ 従事者数︓約30⼈

（パート・アルバイト含む）

◆⾁⽜（繁殖・肥育）
‐ 和⽜の⼦⽜（素⽜）を年間約800頭出荷

（和⽜100頭、Ｆ１ 350頭、乳⽜350）
‐ ⼀部、肥育および精⾁加⼯を⾏っている

（年間約150頭。枝⾁加⼯処理、流通）
‐ 従事者数︓約40⼈

（パート・アルバイト含む）

◆⾁⽜（繁殖・肥育）
‐ 和⽜の⼦⽜（素⽜）を年間約800頭出荷

（和⽜100頭、Ｆ１ 350頭、乳⽜350）
‐ ⼀部、肥育および精⾁加⼯を⾏っている

（年間約150頭。枝⾁加⼯処理、流通）
‐ 従事者数︓約40⼈

（パート・アルバイト含む）

◆野菜
‐ 多品⽬栽培。⾯積15ha。
‐ 露地 ⽔稲 2ha

‐ 施設 ハウスを中⼼に多品⽬栽培
（トマト、ミニトマト、キュウリ、ナス、その他インゲン、オクラキャベツ、レタス、

ホウレンソウ、⽔菜、⾥芋、サツマイモ）

‐ イチゴ狩りや、地元に販売する野菜苗も栽培
‐ 従事者数︓約40⼈（パート・アルバイト含む）

◆野菜
‐ 多品⽬栽培。⾯積15ha。
‐ 露地 ⽔稲 2ha

‐ 施設 ハウスを中⼼に多品⽬栽培
（トマト、ミニトマト、キュウリ、ナス、その他インゲン、オクラキャベツ、レタス、

ホウレンソウ、⽔菜、⾥芋、サツマイモ）

‐ イチゴ狩りや、地元に販売する野菜苗も栽培
‐ 従事者数︓約40⼈（パート・アルバイト含む）

部⾨ごとの営農概況


